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まをのために必ずお守り < ださい 


♦ここに示した事項は、 zh 警告、ミ主意に区分していまず。 


A 警告, 

取扱いを誤った蠕含、使用者び死こまたは重傷を負ラ可能性び想定される場 
含。 

必ま思 1 

取扱いを誤った場を、使巧者び傷害を負ラ危険び想定される場合、および物 
的損害のみの発生び想定される場含。 


fA 注意」の欄に記載した事項でち、状況によっては重大な結果に結び付く可能性びあります。 
いずれち安全に関する重要な内容を記載してありますので、必ず守ってください。 


★説明文中の事項は、本磯を誤りなく使用していただくための注意事項び記載してありま 
すので、お守り <ださい。 


♦イラスト（まんが)の横にある ( S ) マークは「禁止」、〇マークは「強制」、マークは r ま意」、 
® マークは r 分解禁止」、（§)は「接軸禁止」を表していまず。 



化 


みガソリン厳禁 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

か量の混入でお、火災の原因にな0ます。 


參靈® 


★給排気筒トツプ閉そく危険 


積雪が多いときは、給排気筒トップの周りび雪 
でふさがれていないことを確認してください。 
ふさがれているとさは、除雪してください。 
運転中に排ガスげ室内に漏れて、危険です。 



〇 


i ★外れ危険 

給排気筒(管、ホース）び正しく接続されている 
か点検してください。がれていると運転中に排 
ガスび室内に漏れて、危険です。 



〇 


★衣類の乾燥厳禁 


衣類などの乾燥には使用しないでください。巧 
類び落下して火びつを、火災の原因になります。 
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巧をのために必ずお守り < ださい 



告 


^風峰与 i □をふさ3^唯し、 

衣類、紙などで温風吹出□や空気お入口をみさ 
がないで < ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因にな0ます。 


L * 口]を厳禁 

スプレー定や炭酸飲料などをス I -ーブの上や前 
に放置しないで<ださい。熱で吿の圧力が上び 
り、 爆発し、危険でず。 





Q 




★給油時消乂 

給油は、必ず消火してからおこなってくださし、 
火災のおそれびあります。 


女温風 I し直接あた^ない 

遍風や幅射熱に直接長時間あた5ないでください。 
低温やけどや、脱水症がになるおそれびあります。 
温風を直接吸い込まないでください。気分び悪 
くなることびありまず。 


mm 
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★電源^グの查手入れを 

とをどを電源プラグを抜き、ほ 
こり（及び金属物)を除去してく 
ださい。 

(ほこりや異物びたまると湿気 
などで總縁不良にな 0) 火災の 
原因になります。 



★高温部接舰禁止 


王思 

みやかんのせ禁止 


燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、やかんなどをのせないでください。振動や接觸 
天板ガード、ガードに手などをみれないでくだ によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそ 
さい。やけどのおそれびありまず。 れびありまず。 


_ \ い-. 

^ 5 ® 


★分解修理の禁止 

故障、破損した5、使巧しない 
で < ださい。 

不完全な修理は、危険です。 





!★改造使用の禁止 

改造して使用しないで < ださい。 
また、ス I -ーブや給排気筒には 
床暖房用の熱交換器などを取り 
付けないで < ださい。 

火災や、排ガスび室內に漏れる 
原因となり、危険でず。 


Q 


★電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えた 
0傷付たりまねた0、物を柔せ 
たり加工しないで<ださい。 

また、電源プラグを抜くときは、 
コードを持って引を抜かないで 
ください。電源コードび破損し、 
火災や感電の原因になりまず。 


Q 


★電源プラグは確実に差し 5 a む 

電源プラグはコンセントに根元 
まで確実に差し込んで < ださい。 

^また、傷んだプラグやゆるん\^ ^ 
だコンセントは使用しないで ^- 

\ くださし、。 ノ L 

乂災の原因になりまず。 


しつかりと 


★長期間使用しないときは 
電源プラグを巧< 

長期間使用しないとをは電源プ 
ラグをコンセントから巧いてく 
ださい。 

火がや予想しない事故の原因と 
な0ます。 
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まをのために必ずお守りくだをい 


_ Zh / 千忌、 _ 

★高地（標高1 500 mW ±) では使用禁止 I I ★腰をかけたり物吉"の百を。云 


酸素濃度び薄いので不完全燃焼しまず。 

10 日日〜 15 日日 m の場所では再調整び必要ですの 
で販売店までお問い含 わせ<ださい。 



★可燃性ガス使用禁止 

ストーブを使用している部屋で、 
可燃性ガスが発生ずるをの（ガ 
ソ U ン、ベンジン、シンナー）、 
スプレーを使用しないでくださ 
い。 

乂災や故障の原因になりまず。 


(S 


(S 


上にのったり、花びんなど水のこぼれやすい物 
を置かないで < ださい。 

変形•感電■火災-故障の原因にな0ます。 



★床面に注意 

ほこりや、タバコの煙などによ 
り、遍風吹出□周辺の床面び巧 
れたり変をすることびあります。 
また、熱に弱いジュータンや床 
の上で長時間使用すると、変色 
したり、そり返ることびありま 
すので、熱に強いマットなどを 
ひいて < ださい。 




A 


効果的に使用するために 


ストーブの前方に、温風の循環や放射熱をさまたばる障 
害物がないようにしてください。 

•均一にお部屋を暖めます。 


ストーブ背面のフアンカバーを、こまめに掃除してくだ 
さい。 

♦ 1週間に]回！;(上掃除してください。 













み. 
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点火ヒーター 


定油面器 


巧 巧〕 











































♦速い点滅 
♦遅い点ミ威 
•点 な 


温度表示ランプ 

1 


♦点'灯 

運転を開始すると点灯し、デジタル 
表示部は室温「で」を表示しまず。 

、 ノ 




運乾ランプ 


タイマーランプ ^ 


•点滅 

点乂タイマー.消火タイマーの設定 
中、10砂間点滅しまず。 

♦点灯 

点火タイマー-消火タイマーをセツ 
卜完了すると点なし、タイマー運転 
中であることを表示しまず。 

V J 

J 



セーブランプ 

•点灯 

セーブ運転中であることを表示しま 
す。 


パワーモニター 


各部のなまえ 

操作-表示部のなまえと使いかた 


午前•午後表示をンプ 

•点灯 

デジタル表示「時刻」の、午前-午禮 
を表 TJX します。 


中中中 
熱乂転 
そ消運 


6 


♦点打 

燃焼状態の r 強燃焼」 • r 弱燃焼」 • r 微 
少燃焼」に応じて点'なします。 



















一 設定切替えスイッチ 

♦現在時刻のセット （1 日ページ参照） 

♦点火タイマー「タイマー1」 • 「タイマ 
—2」のセツトに使用します。 

(13 〜16ページ参照） 


運転スイッチ 


♦—度押すと . 「入*」 

•もう一度押すと . r 切里」 

になります。 


室温設定つまみ 

デジタル表示部の設定漏度表示を見なび 
5、お好みの設定室温の位置に含ねせま 
す。 （12 ページ参照) 


時刻ちわせ•タイマー選択ボタン 

時刻の設定、タイマーの選択に使います。 
♦時刻設定の場合 

「時」•「分」のボタンを押して時刻を合わ 
せます。 （1日ページ参照） 

♦タイマー選択の場合 
点火タイマー時刻-消乂タイマー時間 
を選択します。 （ 13〜16ぺージ参照) 


セーブポタン 

セーブ運転を、開始および解除します。 

(にぺージ参照) 


デジタル表示部 

ii 巧 曰 

〇 〇 

童巧/ n „ 
温度り J 巧 

ミ豆度 午前午を 
参 〇 〇 

■温度表术 
♦設定温度 

10 で〜 32 でまでの設定 
温度を選択でさます。 

•室内温度 

一日で〜 3 日でまで表示 
します。 

ぉ定 〇 ド 

温度 〇 時 

• • 

■現在時刻表お 

•現在の時刻を表おしま 
ず。 

S 巧 W 


沼度 午前午を 

〇 〇 ♦ 


g 团 B き 

■点义タイマー設定時刻 
表示 

♦ ♦ 

S 國巧 

♦点火タイマーを設定す 
ると去に、設定時刻を 
表7]\します。 

温度 午前午を 

〇 ♦ 〇 


設定1 L 

温度し J 時 

■消义タイマー運輯時間 
表示 

〇 〇 

S 医国 巧 

♦消火タイマーの運転時 
間を表示します。 

(例:現在時刻から 6 日 
分後に消火） 

温度 午前午を 

〇 〇 〇 


襲國時 
〇 〇 

sr "^ 分 

温度 午前午後 

〇 〇 〇 

■燃焼中にを全装置で消 
火したとをの表示 
(エラー表示） 

♦自己診断機能により、 
異萬時に 「日」〜 
r EE 13 」 （消乂原因） 
を表示しまず。 

(24 ページ参照) 


タイマーポタン 

タイマー運転を、開始および解除します。 

(に〜16ページ参照） 
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使ラ前の準備 


燃料について 


•燃料は、灯油 ( JIS 1号灯油）を必ず 
使用してください。 

ガソリン、シンナー、変質灯油、不純な油など 
は、絶対に使用しないでください。 

異常燃焼や故障の原因となります。 

■変質な油とは 

•古い灯油。（ひと夏持ち越した灯油） 

♦長期間、曰光の当たる場所や、溫度の高い攝所 
に保管した灯油。 

•容器のふたが開けてあったり、乳白色のポリ容 
器で保管した灯油は変質しやすい。 

(必ず丹油専用のポリタンクを使ってください） 

■不純灯油とは 

♦巧油し:!外の油（ガソリン、シンナ ー 、天ぷ5油、 
機械油、重油など）びほんのかしでち混入した 
灯油。 

♦水やごみび混入した巧油。 


な油とガソ U ンの見分けかたのポイント 

~指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(乂の気のないところでおこなってください) 


〇灼■油 X ガソリン 



濡れたままです。 すぐ乾いてしまいます。 


変費灯油-不純な油の見分けかた 

コップに水をいれ、次にな油をいれて 
_ 背後に白い紙 をあてます。 

水と同じ無色透明なら j かしでを色びついて 
正常。 いたら使用しない。 



給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


油タンクに給油する。 

•油タンクの給油□ふたをはずし、打油を市販の給油ポンプで油 
量計を見なび5給油してください。 

女給油の隙は、給油ロフイルターを取りまらないでください。 



2給油の際にこぼれた灯油をふをとる。 

★給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみびたま 
っておれば給油□フイルターをいったん取りはずし、給油□か 
ら市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やごみなど 
を吸いだして < ださい。 

3給油□ふたを必ず元通りに閉める。 











燃料切れの注意 


★燃焼 中によ了油がなくなると消乂します。 

このときデジタル表示部に 「が夕 J 刘 がが S 」 を表示し、異常びあったことを巧5せます。 

♦再運転する場含は、本体湿度び充分下がってから油タンクに給油し、 r 運転スイッチ」 を一度 r 切」 にし 
てから r 入」 にして < ださい。 


空気おさの方法 


女送袖管の途中が山形になったり、もつれたりしていまずと、送油管の中に空気がたまって油が流れな 
いことびあります。 

このようなときは、油タンクのバルブつまみを開き、 r リセットポタン J を 
押しておを、送油管を上下にゆっくりとふりなび6本体のちへ蛇行させ 
て空気を追い出してください。この空気振をは数回くり返してください。 

•金属製送油管は、上記のよラに空気の追い出しびでさません。この場含 
は、油タンク側と本体側の送油管の接続部を取りはずし、送油管に残っ 
ている灯油を完全に掠いて、送油管を取り付け直してください。 


点乂前の準備と確認 



送油管を本体側に 
たぐって空気を追い出す 


油漏れの確認 

♦ス I -ーブの置台又は送油経路(送油管の接続部など）に油漏れびないか 
確かめてください。 

万一、油漏れしている場含は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、ま 
たは最寄りの当社支店-営業所にご相談ください。 


給気ホース-排気筒接続の確認 

•給気ホース-排気筒び正しく接続されているか確認してください。が 
れていると運転中に排ガスび漏れ大変危険です。 


ストーブ周辺の確認 

♦ス I -ーブの周辺および給排気筒トップの周團に引火物や可燃物を置か 
ないでください。 




が 


定油面器のリセットボタンのセット 

•定油面器の赤い U セットボタンを、下へ1回押してください。 

点火するたびにセットする必要はありませんが、シーズン初めや、本 
体設置場所を変更したとを、又は対震自動消火装置び作動したあと再 
運転するときは、 U セットボタンをもラー度、押しなおしてください。 





巧 
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★電源 プラグをコンセント （家庭 用 AC 
100 V ) に確実に差し込む。 


•ストーブに初めて通電したときや、停電傻や、電源プラグを振いて再通 
電した場合、デジタル表示部はち図のよラに。巧厕び r 点滅」します 
ので、現在の時刻をセットしてください。 

①「表示切替えスイッチ」を r 現在時刻」に合わせる。 
CV 現在時刻が午後7時10分の 場 含 

( D デジタル表示をみなが6、@のポタンを押して广1]に 
合わせる。 

■巧し続けると]時間ずつ、連続的に進みます。 

■ r 午後表示ランプ」び「点な」していることを確認しまず。 

★現在時刻び午前中の場をは r 午前表 お ランプ」 び r 点な」 していること 
を確認して < ださし、。 


③デジタル表示をみなが5、@のポタンを押して[固に 
含わせる。 

■巧し続けると]分ずつ、連続のに進みます。 


® r 設定切替えスイッチ」を「通常位置」にずる。 

■時計びスタートし「コロン」別点滅」します。 






段を 

温度 

1 

( 

• • 

時 

室巧 
温度 

tn 

lU 

分 

湿度 

〇 

"〇 ^ 

運おタイトトフ 
〇 〇 〇 

バワーモニター 

臀〇 

〇 


9か セー プ 

〇 〇 



運転 


里切 


ira 時 



使5前の準備 

磊在時刻のセット 


デジタル表示部 


午後表示ランフ 


午後表示ランプ 




使用方法 


点乂（通常運車云) 


①ミ由タンクのバルブつまみを r 全開」にする。 


(D r 運転スイッチ」を押して r 入 J にずる。 

♦このとさ、「温度表示ランプ」び「点な」し、デジタル表示部の「時刻」 
表示が「温度」表おに変わりまず。 

♦ r 運転ランプ」が早い「点滅」をし予熱中であることを知らせると同時 
に、「セーブランプ」び r 点灯」して、自動的にセーブ運転モードで運 
転します。 


セーブ運転モードについては12ページをお読みください。 


■約3分後に自動的に点义します。 


③ r 運転ランプ」は約9分後に r 点好」に変わりまず。 

. -お願い- 

女ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料や加工油などの 
焼けるよラな臭いがずる場合びあります。 

このような塌合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離 
れた所）を少し開け、半日から1日程度、 r 強」運転をしてくださし、。 
★初めて運転すると さは、 送油経路に充分燃料び供給されていないた 
め、一回で点义しない場をびありますか5、 しば 5く待ってか5ち 
う一度点乂操作をおこなってください。 

★ 1〜2回点火操作をして、点火しなかった場合、何回ち点火しない 
でください。バーナー内に灯袖びたまります。販売店にご連絡くだ 
さい。 

★室温が設定温度より高い場合は、セーブ運転び働いて、燃焼しませ 
ん。但し、室遍が設定温度よりおくなりまずと自動的に燃焼します。 
★点火後約目分間は、温度調節に関係な< 「弱燃焼」 します。 

★点乂後、ストーブ本体の温度が上昇するまでは、対流用ファンは回 
りません。 

★室温び1日で未満の場合は、点火までの時間は約目分にな0ます。 
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( 設定切替） 


泣热1■タイて 

•CU_i. 

巧在巧巧 タイマー2 


溫度表示ランプ—— @運輕ランプ 


お使いになる前に 


使いかた 


① 



デジタル表示部 


4 






使用方巧 


) r セーブポタン」を押ず。 

♦「セーブランプ」び「消な」して、連続運転にな0まず。 


)1 ■セーブボタン」を押ず。 

• r セーブランプ」が「点好」して、セーブ運転を開始します。 


★セーブ運輯は、お部屋の温度をでさるだけ一定に保つための運転方法で 
ず。 

★セーブ運転時は、運転中に室温び設定温度より約2で上昇すると自 
動的に「消火」します。また設定温度まで下びると、自動的に r 点义」 
します。 


セーブ運乾 


運転夕巧ートブ 
• 〇 〇— 



( D 惶温設定つまみ」を上下にスライドさせて設定ずる。 

■デジタル表示部の設定温度表示を見なびら、お好みの室温に設定し 
ます。 

★温度設定範囲は、1日で〜32でまで設定でをまず。 

广 ■ 、 

★ r 室温設定つまみ j 部に表示されている数字(温度)は、設定するとを 
の目まであり、必ずしをデジタル表示とは一致しません。 

♦セツトされた室温にコントロールするために、自動的に r 強」.「弱」. 
「微か」運転をくり返しまず。 

•r パワーモニター」び各運転状態を表示します。 

V _ J 

. -お願い- . 

★巧流用フアンは、「微少」燃焼時には、停止したり作動したりしまず。 
★室内温度表おは、運転中!;(がは表おしません。 

★温度調節は、対流用フアンの空気取入□近くの温度を感知しておこ 
ないますので、ス I ブの位置や部屋の大ささなどで、必ずしち、 

ス I ブの表示温度と室温は一致しません。このよラな場をは、本 
体背面のルームサーミスタを、工事説明書の0レームサー S スタの 
酷線(移動））を参照して、適切な位置に付け替えてください。 


乂力調節（室温の調節…運転中にしかでをません) 










セーブ 



① r 設定切替えスイツチ」を r タイマー1」又は r タイマー2」 
のどち6かの位置に合わせる。 ③ 

このときデジタル表示は午後1な7|を表示しまず。 ⑥ 

■迎 ■ 午前6脱0分にタイ7-点火したい塌合 I 

(2) デジタル表示をみなが5(§)のボタンを押し、厂巧に合わ夕 
せる。 



( D デジタル表示をみなびのボタンを押し、厕に合わ 
せる。 


④「設定切曾えスイッチ」を「通常位置」にずる。 

このとをデジタル表を部は、現在時刻を表おします。 

⑥「運転スイッチ」び r 入」になっていることを確認する。 

⑥「タイマーポタン」を押ず。 

このとさデジタル表示部に「タイマー1」で設定した時刻び表示され、 
「タイマーランプ」び1日砂間「点滅」しまず。 

③「タイマ—ランプ」の「点減」中り0秒間)に、「タイマ—選択」 
の r 点乂」のボタンを巧して、「タイマー1」または、「夕 
イマー 2」で設定した時刻にデジタル表示部を台わせる。 

「タイマー選択」の「点火」ボタンを巧すと、デジタル表示部は「タイマー 
2」で設定した点乂時刻を表示します。 

ち)ラー度押すとバー表示[--11--]になります。さらにをラー度押す 
と、「タイマー1」で設定した点火時刻に戻りまず。デジタル表示部で 
点火時刻を確認して選んで < ださい。 



〔★パ'-表示 

-- 

•- 

1は、消火タイマーのとさに使用しまず。 （1 目ページ参照） 

ノ 


ifl 


タイマー運転をずるときは、1日ページに従って、 
時刻合わせをしてからでないと、運転でさません。 


♦タイマー点火時刻は、 「設定切替えスイツチ」 を r タイマー 1 」 および 
「タイマー2 J に合わせることで、2つの点火時刻をセツトでさます。 
♦例えば r タイマー 1 J は平日の午前日時30分の点乂。 「タイマー 2 」 は 
日曜曰や休曰の午前8時の点火などと使い分けると便利です。 


★分の設定は1日分ごとしかでをません。 


♦ r 午前表示ランプ」の「点灯」を確認します。 

★点火のセツト時刻び午後の場含は、「午後表示ランプ」の「点'な」を確 
認して < ださい。 

V_ J 
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タイマー運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとさ) 


デジタル表示部 


午後表示ランプ 


午前表示ランフ 


使いかた 










使用方法 

® r タイマ^ランプ畔す点灯」に変わるとセットが完了。 

このときデジタル表示部に現在の時刻を表示します。セットでさない場含は、をラー度「タイマー 
ボタン」を押してやりなおして < ださい。 


♦設定してある時刻の10分前になると自動的に点乂します。 

★タイマー点火時刻び設定してない場含は、デジタル表示部に午後を別を表示しますので、 
感か5やりなおしてください。 


-タイマー運転をずるときのお願い- 

女タイマー運転を解除するとをは、 「運転スイッチ J を押して r 切」 にしてください。 

女タイマー点乂時刻は、一度設定 ずれば 変更しない限り、 「運乾スイッチ」 と 「タイマーボタン」 と 「夕 
イマ—選が」 の 「点义」 のボタンを押すだけで、同-時刻でセットび完了になりまず。 

(前記13ぺージの馈〜 ( D 項の操作） 

★燃焼中に r タイマーボタン」 を押すと、タイマー点火操作をした蠕をと同じ状態になり、消火して 
点火タイマー待機状態となりまず。 

★タイマー設定中に停電があった場合は、タイマー設定は解除され、タイマー点义時刻に点义しま 
せん。 

もう一度1日ぺージ [現在時刻のセット] に従って、時刻含わせか5タイマー設定をやりなおして 
<ださい。 

女タイマー点火時刻を変更ずる場含は、13ぺージ①〜運)に従って合わせなおしてください。 

★点火タイマー運転中の点乂時刻の確認は、 「タイマー選択」 の r 点火」 のボタンを押すとデジタル表 
示部に表おします。 

★点乂タイマー運転をさせてないときの点乂時刻の確認は、 「設定切替えスイッチ」 を 「タイマー1」 
あるいは r タイマー2」 に合わせてください。尚タイマー点火時刻を確認した5、必ず r 設定切替え 
スイッチ」 を r 通常位置」 に戻してください。 






①「運転スイッチ」を押しなおして r 切」にずる。 

♦「運転ランスび遅い r 点滅」に変わります。 

♦デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 

( -- 'X 

消火後約3分間は巧流用ファンは回転し続けまず。その後自動的に停 
止します。 

「運乾ランプ J が消灯ずるまで電源プラグを抜かないでください。 

^__ _J 

/-お願い-^ 

女ス I ブの消火は電源プラグをコンセントから振をとったり、スト 
ーブをゆすって消してはいけません。 

★外出するとさは、必ず消火して<ださい。 

★長期間留守にするとをは、おず電源を切って<ださい。 


消乂後再点乂ずるとをのを意 

★消火獲すぐに再点乂すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出 
ることがありますので、しばらく（約1日分間)待ってから再点火してく 
ださい。 


運捉 


夕知トプ 
〇 〇 


バワーモニター 

樹か弱強 
〇 〇 0 


夕不户 セーブ 

〇 〇 
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做 ■ (■タイマー 


巧巧時功 


タイマ-2 


消乂 


運転ランプ 


使いかた 
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{ 設定切替） 

进巧の a *1 I ■タイマー1 


の a 、1•タイ^ 

■ run . 


巧狂時が 


使用方法 


消乂タイマーの使いかた 


消火タイマーは、運転中の現在時刻か5何分か後に、自動消火させる 
消火ち法です。 


① r 運範スイツチ」が r 入」であることを確認ずる。 

( D 「タイマーボタン」を巧し、「タイマーランプ」の「点滅」 
(10 秒間)中に、「タイマー選択」の r 点乂」ボタンを押し 
て、デジタル表示を r バー表示」りにする。 

③「タイマー選択」の「消火 J ボタンを押して、デジタル表 
示を見なが S 1--"1•巨国•区国 • 13巧（分）のどの時 
間後の消火にするか選ぶ。 

•選んだ時間後に自動的に消火します。デジタル表示部は残り燃焼時 
間を1分毎に表示します。 


点义タイマーと消乂タイマーを両方使う方法 


この方法は消乂タイマーで消火したあと、再度点乂タイマーを使って、 
設定時刻に自動的に点火させる方法です。 


★このち法は、13ページ1タイマー運転のしかた I で r タイマー1」ある 
いは「タイマー2」に点义時刻を設定してからでないと操作でをません。 

@ r 運転スイツチ」が r 入」であることを確認ずる。 

⑥「タイマーボタン」を押し、「タイマーランプ」の r 点ミ威」 
(10 砂間)中に、 r タイマー選択」の r 点乂」ポタンを押して 
「タイマー1」または r タイマー2」で設定した時刻に、 
デジタル表示部を合わはる。 

♦点火タイマーびセツ ト されまず。 

® r タイマー選択」の r 消火」ボタンを押して、厕-臨！- 
M ) のうちのお好みのタイマー消乂時間を選ぶ。 

♦消火タイマーがセツトされまず。 

上記の操作により、消火タイマー設定時間終了鶴、運転を停止し、夕 
イマー点火待機状態になります。 



I タイマ—ランフ 
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使用上のを 意 





A 注意 

、 

[去 高温部接肖 ド、 

燃焼中や消火直後は、高温部、給が気筒トップ、天板ガード、ガードなどに b 
手をふれないでください。やけどのおそれがありまず。 

D 

r 




★ご使用中に、においがしたり目びしみる場合は、給排気筒やパッキン部か 5 も排ガスがもれてい 
ることげ考えられを険です。使用するのをやめてお買い求めの販売店にご相談ください。 


★ストーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付け 
ないで < ださい。 

ストーブや給排気筒に熱な換器などを取付けると排ガスの水 
分び結露しやすくなり、結露水び凍結して給排気筒を塞ぎ、 

不完全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。ま 
た、ストーブの寿命を短<する原因にちな D ます。 

★屋外の給排気筒トップび雪に埋ちれたり、結氷していないか、 

日常点検してください。 

★長期間使用しない場含や、使用期間び終わ0ましたら、必ず 
電源プラグを振いて < ださい。 

ほこりや巧れびついて発义することびあります。 

女このストーブは、霞に対する安全機構をそなえていますび、 

雷の条件によってはストーブび故障することびあります。雷 
が発生した5電源プラグをコンセントか6破いてくださると 
ま全です。またストーブをいためることわありません。 

★油性分が多量に飛散ずる場所では使用しないでください。 

★ストーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音び湿入ずるおそれびあります。 

★使用中、停電や電源プラグび振けた綾に再通電しますと、デジタル表示部に「も？功が表示され 
ます。このよラな場をの再点火は、10〜1日分待ってス I ブの本体温度び充分下がってからおこ 
なって< ださい。 

★正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じります。又炎はある程度片霉ったり、ゆれる 
ことがあ0ますが異常ではおりません。 



使いかた 


OL 






まを装置 

•安全装置が作動するのは何5かの異常があるときですか！5、下記の処置をしても正常にな5ない 
とさは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

♦安全装置び作動した場をは、「運転スイッチ」を押し r 切」にしてから、下記の処置をおこない、再 
度「運転スイッチ」を巧して r 入」にしてください。（再点火操作） 


ま全 装置 

はた 5さ 

処 置 

巧 震 自動消火 装置 

EE 5 

! 

•運転中にストープ本体び地震(震度約日政 上） 

や強い振動、衝撃を受けた場合、乂がなどの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

★地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒の外れな 
ど異常びないことを確認し 
てから再点乂して < ださい。 

点义ま全装置 ' 

巧-?1 

♦点乂ヒーターなどの赤熱不足による点火不良。 

♦点火ヒーター-電磁ポンプ-燃焼巧送風機な 
どの故障により点乂しないとさに、運転を停 
止します。 

★点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したとさはバ 
ーナー底にな油びたまりま 
ず。 たまった灯油をふき取 
ってか 5、 ご使用ください。 
(販売店にご相談 < ださい） 

停電 ま全 装置 
がご 

♦運転中に停電や電源プラグを振くなどして電 
源び切れたとさは、自動的に運転を停止しま 
す。 

•再び通電されても運転しません。 

♦タイマー運転中に停電があった場合、タイマ 
一運転は解陈されます。 

★再点火操作をしまず。 

★現在時刻の設定とタイマー 
点乂時刻の設定をやりなお 
します。 

燃焼制御装置 
が，？ 

•燃焼中に炎び消えたとさ、呂動的に運転を停 ' 
止させる安全装置です。 

女再点火操作をしまず。 

過熱防止装置 

EE 1? 

♦対流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブび異常過熱したとを、また 
はファンカバーにほこりびつまった場合に、 
火災などの危険を防ぐために燃焼を停止しま 
す。 

★巧流用ファンカノ（一のほこ 
0 を取り除いてから、再点 
乂操作をします。 

★処置をしてを、繰返し作動 
するとをは、いったん運輯 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡して < ださい。 

折弓 表示は安全装置び作動したとさのエラー番号表示でず。 

詳しくは、 24 ページを参照してください。 

——- お願い- 

必ずストーブを消乂し、本体 
温度が充分下がってからおこ 
なってください。 






★油漏れ、油のたまり^油のにじみ 

♦送油経路やス I -ーブに油漏れかまたは油のた 
ま0、油にじみびあるかどラかを調べる。給 
油のときこぼれた阿油はよくふきとってくだ 
さい。 

万一袖漏れによって油のたまり、油にじみび 
生じているとさは、消火操作をし、原因をた 
しかめ防漏処置をし、油漏れびなくなったこ 
とを確認してか6点火操作をしてください。 

I ★送油管1 


♦送油管か6油漏れびないか点おし、亀裂など 
びあれば交換してくださし、。 

♦ゴム製送油管は2シーズンに]度は新しい物 
に交換されることをおすすめしまず。 

♦屋外配管をする揚含は、銅配管でおこなって 
<ださい。 


★ファンカバー 

♦ス I -ーブ背面のファンカバーのほこりを電気 
掃除機などで取り除いてください。 



OL 


使用のたびに 


★周囲の 

•ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃え 
やすいちのを置かないよ5にして<ださい。 
♦ス f -ーブはいつち清潔に掃除して<ださい。 
巧れたままのご使用は危険のをとですし、ス 
I -ーブのいたみを早めます。 

♦給排気筒及びトップの周囲には、危膜物や障 
害物びないよラにしてくださし、。 

★ほこり 

♦ストーブについたほこりや巧れは、掃除機で 
暇い取ったり固くしぼった濡れ雑巾などでふ 
さ取ってください。 

★臭気-ずず 

•燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒 
トツプか5すすが出ていないか確認してくだ 
さい。 

異常びあれば販売店に連絡してください。 



★ガラス炎筒 

•ガラス炎筒びすずで巧れて<るよ5な場含や、 
ひびや割れびある場合は、販売店に相談の上、 
修理交換してください。 

★擬木 

♦擬木が割れていないか点横し、細かく割れて 
し、る場含は交換してくださし、。 


曰常の点巧-手入れ 

点検-手入れのとをのま意 ~ 

女点検•手入れをおこなラとをは、ストーブを消义し、ストーブが充分冷えてか5手袋をはめて、 
必ず電源プラグをおいておこなってください。 

★電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使いかた 


あ手入れ•アフタ I ヴ—ビス 












曰常の点巧-手入れ 



★反射板のほこり 


♦ストーブの反射板にほこ0びたまった場含は、 
ガードの両端を上方へ持ち上げ、下端を手前 
へ引いて、ガードを取りはずしてから、乾い 
た巧でたまったほこりをふを取ってください。 




★油タンク 

•給油ロフィルターびごみやほこりで目づまり 
しますと、給油時に給油口よりあみれ出たり 
しまず。給油□フィルターを取出して、付着 
したごみやほこりを取り除いて< ださい。 


★油タンク巧の水 

♦油タンクに水やごみびたまっているよラでし 
たら、ドレン撫さや、油タンクのストレーナ 
などか5たまった水やごみを取り除いて<だ 
さい。 


★電源プラグ•コンセント 

•電源プラグ、コンセントにほこりや巧れがたまると义災の原 
因になることがありまず。 3箇月に]〜2回電源プラグをコ 
ンセントか5抜いて、付着したほこりやミちれを取 D 除いて< 
ださし、。 

★定油面器のストレーナ I 

♦定油面器のストレーナは約3箇月に1回と、ス I -ーブの格納 
(シーズンオフ）のとき、次のよラに'打油で洗浄してください。 
⑩油タンクのバルブを閉める。 

②定油面器のストレーナの掃除口に容器をあてびっておき、 

2本のねじをはずして、ストレーナを姑さだす。 

感ストレーナを灯油で洗浄ずる。 

④ストレーナををとどおりに取り付け、こぼれた巧油をふき 
とる。 

⑥油タンクのバルブを開く。 

⑥油漏れびあるかないかを点検ずる。 
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シーズンに1回む上 


★パッキン 

♦燃焼中、室内ににおいがこちるよラな場含 
は、とくに注意して点検してください。 
♦ガラス炎筒とバーナーの接続部、ガラス 
炎筒と熱交換器の接続部 
•点火ヒーターの取り付け部 



★点火ヒーター 


♦点乂ヒーター及びパッキンびちくなり、切れ 
たり、すをまなどびあると、点火不良及びガ 
ス漏れの原因になります。（販売店にご相談 
ください） 













♦給排気筒の接続部の列れ、ゆるみ、つまり、 腐食、 固定の状態、トップの周囲に巧燃物がないかなど 
を、とをど走点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製のリング （0 リング)は耐熱性のちのでずび、2〜3年で炭化 
することがありまず。ゴムの硬化及び割れなどびある場含には、においや排ガスびもれるおそれが 
ありますので新しい部品に交換して<ださい。 

■給気ホースびふさびつていないか点検してください。 


♦地麗などにより製品に振動、衝撃が加わったとさは、運転をする前に必ず;欠の点検を実施してくださ 
い。 

•機器の損傷の点検 ♦給排気筒回りの外れ、漏れの点検 •送油経路か5の油漏れの点検 

★点検で異常がみつかったとさや点検したのちに使用しているとを、排ガスのにおいがしたり目びしみ 
る場含は、使用を中止して販売店に修理依頼するか、最寄りの当社まで修理依頼をしてください。 


点検内容 



ou ング 

種類 

運動用 0 U ング 

呼び径 

戶3目4種 C 

材質 

シ U コンゴム 


★燃焼リング、 バ ーナー 

♦燃焼 I 」ング、バーナーは高温になりますので焼損することびあります。とをどき点検し、変形や焼損 
していたら早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 


★給排気筒 

ご使用中、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒やパッキン部か日排ガスがもれていること 
が考え 5 れ危険でず。点検後お買い求めの販売店にご相談ください。 


地震などの災害が発生したときの点検について 


お手入れ•アフタ—サ—ビス 


4 









定期点検 

長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適 
にを全にお使いいただくために、2シーズンに1固程度、シーズン終了後などに、お貿い上ば店、 
叉は修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-349 日-2日 28) でおこなう巧術管理講習 
会修了者(石油機器技術管理±)など〕 のい る店、当社を店•営業所などに点横巧頼されることをおす 
すめしまず。 


定期点検の内容 1 

項 目 

巧 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

•定油面器-ストレーナの掃除 •油タンクの水抜を 

♦送油経路の油ちれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-安全装置のはたらを♦操作部品-動く部品のはた5さ 

消耗しやずい部品 
の点検-交換 

♦点乂ヒーター、燃焼リング 

掃除-点検*整備 

•本体内部、ファンカバー、対流用送風機、ブ□アケース(ブ□アモーター） 
♦各接続部のパッキン、 0 U ング♦給排気筒の接続、つまり 


故障-異常の見分けかたと処置方法 

~イ疹理を依頼される前に調べていただきたいこと 


•修理を依頼される前に下表の内容を確認してください。 

下表のよラな状態は故障ではありまはん。 


状 態 

説 明 

点 

颗]他て使用するとき、けむりやにおいび出る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどが焼けるためで 
す。 

火 

点火後数分間、とさどき炎び大さくなる。 

1 燃焼部び冷えているためでず。 


点火. 消乂時に r キシ5音」びする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

消 

火 

点火してちすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ストーブ巧部 
び瞩まると自動的に出ます。 

時 

巧姐て使用するとをは、電磁ポンプの振動 
音び大をい。 

ポンプ内に空気び混入しているためです。しばら 
くずると止まりまず。 


「カチカチ」時計のよラな音びする。 

電磁ポンプの運転音でず。 

燃 

燃焼筒や熱交換器の一部びラす赤<ホ熱する。 

巽常ではありません。 

焼 

とさどを黄色い炎びでる。 

異常ではありません。 

時 

とをどき巧流用フアンび停止する。（微少燃焼時） 

異常ではありません。 

\ 

セーブ運転でない時でを、自然に火び消えて 
操作しないのに、ス点乂している。 

一時的な不具含で消火した場合(ぉ、自動的に再点 
火させるをので、異常ではありません。 

(注)送油経路に気泡びたまって、一時的に油が止まっ 
た場含やノ（ーナー内の;ちれなどでの消火。 




故障-該断チてック表 


★この表こ不具合があるときは、お買求めの販売店にごホ目談下さい。 


\ 現象 

原医] \ 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

灯 

し 

な 

い 

占 

/IVS 

火 

し 

な 

い 

炎 

び 

关 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

火 

で 

ち 

无 

る 

使 

用 

中 

章 

内 

び 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

に 

消 

え 

る 

置 

ム 

居 

油 

に 

じ 

み 

び 

态 

る 

び 

び 

D 

畏 

出 

る 

温 

風 

が 

で 

な 

い 

S 

処置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









輩源プラグをコンセントに 
差し} A んでください 

停電した 

〇 





〇 

EE 0 




停電復帰後点火し直してく 
ださい 

対震自動消火装置が 
作動した 






〇 

EES 




定油面器のリセットボタンを巧し 
てか5泻点火操作をしてください 

油タンクに水が入つ 
ている 


〇 

〇 



〇 




水混入の灯油をすつかり 
抜いて<ださい 

油タンクにな油び 
ない 


〇 




〇 




灯油を入れてください 

不良灯油を使用した 


〇 
目ら3 

〇 

〇 






販売店または別紙のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

配線不良がある 

日 


〇 

〇 





〇 

II 

コント□—ラー不良 

〇 

. 

〇 

〇 

〇 





〇 

II 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





日 



〇 


II 

フレームロツド不良 






〇 

E り 




// 

電磁ポンプ不良 


〇 

E り 

〇 

〇 

〇 

〇 




// 

点火ヒーター不良 


图 








// 

排気筒接続不哀 





图 





排気筒の接続を確認してく 
ださい 


參この表の r も5」は、24ページデジタル表示の見方を参照してください。 




お手入れ•アフターヴ—ビス 


















巧障-異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


★ス I ブの運転中に異常び起こり消火した場合、下記のように、デジタル表示部に r エラー表示」しま 
すので処置をして < ださし、。 


エラー 表示 


EE 

n 

し, 



EE 

二' 



EE 




EE 

6 



EE 

8 



EE 

in 

け-, 



EE 

•ぶ 



EE 

巧 




H , 



f 

しつ 



原 医 


参運転中に電源び切れました。 
•タイマー点火待機中に電源び切れま 
した。 

(停電安全装置び作動） 


♦運輯中に消火しました。 

♦点义安全装置び作動しました。 
♦排気筒びはずれました。 


>対震自動消义装置び作動しました。 


♦送油経路の異常です。 
•排気筒の接続不良です。 


け然焼用送風機び故障しました。 


処置ち法 


>電源フラグの差し込みを確認し、再点义 
操作をして < ださい。 


•巧油びなくなりました。 

参巧気筒を点検して接続を確認し、再点火操作をして 
<ださい。 

参原因不明の場合は販売店または別紙のお客様相談窓 
□一黄まで連緒してくだをい。 


参作動した原因を取り除さ、再点义操作を 
して < ださい。 


♦消火操作をしてちなかなか消えない。 
(5 分間む上） 


♦過熱防止装置び作動しました。 

参バーナーヴー S スタび断線しました。 


♦ノてーナー內にな油び溜ま0ました。 


参室温び36でな上になりました。 

参ルームヴー S スタの取り付け位置び 
よくありません。 


参室温び一1日でしソ下になりました。 

参ルームヴー S スタの不良、断線、ま 
たは配線抜けです。 


•販売店または別紙のお客様相談窓口一髮 
まで連絡してください。 


•販売店または別紙のお客様相談窓口一覧 
まで連絡してください。 


参販売店または別紙のお客様相談窓□-賀 
まで連絡してください。 


参本体溫度び巧分下びるのを待って、再点 
乂操作をしてください。 


>販売店または別紙のお客様相談窓□一費 
まで連絡してください。 


参ルームヴーミスタの取り付け位置を確認 
し、適切な位置に移動させてください。 


>販売店または別紙のお客様す目談窓口一質 
まで連絡してください。 










部品交換のしかた 



★分解修理の禁止！ 

S 

A 注意 

.. . J 

故障、破損した5使用しないでください。 

不完全な修理は、危険です。 



短期間に消耗する部品は特にあ D ませんび、ガラス炎筒、定油面器、擺木、点火ヒーター、パッキ 
ンなどの交換部品が必要な場含は、お買求めになった販売店にご相談<ださい。 

★部品交換の隙は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品な外を使巧して万一故障や 
事故が発生した場合、当社は責任を負いかねまず。 


す完をな修理は危険でず。修理をお受けになる場台は、財回法人日本石油燃焼機器保守協会でおこ 
なうほ術管理講習を修了者(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 


保管のしかた(長期間®用しない場合） 

•ストーブを保管する場合は、19ページ I 日常の点検-お手入れ] の填を参照して、ストーブの手 
入れをしてか5保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

•格納-保管場所は、湿気-火気-高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかちストー 
ブの上には重量物をのはたり、人び柔ったりしないよラ配慮してください。 

1ストーブを長期間使用しないで保管するとさは、必ず電源コードのプラグをコンセントか 5 抜く。 

■ •ストーブを使用する季節び終り格納するとさは、油タンクの打油を巿販の給油ポンプで全部抜き 
取り、定油面器のストレーナーを取り出して口油で洗浄する。 （2 日ページ参照） 

/-お願い- V 

油タンクの灯油を巧くとさは、送油管の'灯油を完全においてください。灯油が残っていると翌シー 
ズンに使用するとき、 つまってな油が流れなくなりまず。 （9 ページ参照） 

〇ストーブや油タンクの表面をふく。 

^ •固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤で巧れを取り、乾いた巧で水気をふき取ってください。 
★シンナー、ベンジンなどでみ<のはおやめ<ださい。塗装び変色したり、危険です。 

9本体にほこりがたま 5 ないよう、適当なカバーをかける。 

4附属品と「取 f 及説明書」-「工事説明書」-「保 i 正書」ち紛失しないよラ同時に保管しておく。 










仕様 




燃 焼 状 態 


燃料 消費量 
発熱 量 

熱_辣_率 

魔 房 虫方 


处___を寸 法 

寧__ ¥ 

電源電圧及び周波数 
定 格消費電力 
給 排気筒の呼 び径 
給排気筒 の壁貫通部の孔径 
i 気 温.度 
1 流ヒュー X 
安全装置 



FQ -759 ' 

密閉式石油スト-ブ’ポット式•側給排 気形 • 強制術雨 ■ ~ ■ 

_擊気点火 
な油 ( JIS 1 号) 


_ 取大_ 取 ル 


_ 0.87L/h __ _ _ 0.198 L/h __ 

30010 kJ/h(7170kcal/h) _ 6820kJ/h(1630kcal/h) 

_ Sm ____ 90% 

ラ.加 l<W(64 加后 a l/h) 1.71kW(l47 日 kcal/h) 

高さ 608m m -幅 773mm • 奥行 467mm (置台を含む） 

35k 呂 ~^ ~~ 

1QQV 50/60HZ —— ' — _ ' 

立明日/唆点火初期に短時間発生厂I感寐時7旨死昏V矿 
D39 

70-^80mm 一 ~ ^ ~ — 

2目日む政下 ^ ~ -一 

日 A、 10^ — _ — ~ — —^ — ^ 

対震自動消 乂装 置 • 点全安堇_装置 • 停霊安全装置•遍涵秀正襄昏源兢 IT 御■装置 
置台り個）•壁固定金具りセット）•標準給排気筒セットりセッか未丽で本 r 
ゴム製送油管 （Im)(1 本）•ホ-スバンド(ル） （2 個）•天板ガ-ド （1 個）. 

擬木 (3 本）•擬木案内 （1 個） _ 


■送；由経路図 


燃规リング 
バ-ナ - 


も どりを 
巧化ポンフ 


油タンク 


巧油窗器 


I 配線図 



























★密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧ち切り後 7 年です。 

♦性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


♦このストーブは電源周波数加、郎 Hz とち同一化様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけまずび、高地への転居、高地からの 
転居は再調整び必要ですので別紙の r お客様相談窓白^ 費]までご相談ください。 


下記の事項をご連絡ください。 

① 型式 F 曰- 7 已日 
③ 故障の状況(できるだけ詳しく） 
感お買上げ年ち曰 
® おなまえ、おところ、電話番号 


A 


転居される榻合 


アフター ヴー ビス 

[^1 正につし、て 

♦添付しておりまず保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、記載内容をご確認のうえ 
保管してください。 

★保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

♦保証書の記載内容によりお買い上げの販売店び修理いたします。その他の詳細は保証書をご覧くだ 
さい。 

•保証期間が過ぎてからの修理については、お買い上げの販売店にご相談ください。 

お客様のご希望により有料修理いたします。 

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-注意き項および通萬使用に反 
して使用された場をの故障、事故につをましては、保証いたしません。 


補修部品の保有期間について 


故障-修理の際の連絡先 

アフターサービスについてわか曰ない場 
合は、お買い上げ販売店、またはちより 
の [_ を胃昏談忌己一 覧] (別紙参照) ま 

でお問い合わは < ださい。 

\ _ 


製品についてのお問い台わせ先 

觀品の使いかたがわか 5 ない場合や、お 
こまりになった場合は別紙の i を客様：明 
誌奮白三覧 I までお問合わせください。 


/ 

—^ 

A 注意 

\ 

★分解修理の禁止 


故障、破損したら使用しないでください。不完全な修理は、危険でず。 

ノ 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 










お客様相談窓口 


株式会な i-ai-s 

本 社 名ち屋巿瑞穂区桃園町已番17号 
干 467— 08已5 TEL <052)822- 1144 
FAX <052)822-2742 


※別紙の I お客様相談窓ロー覽表 I を参照してください。 



据付けについて 

据付け場所の選定及び標準据付け例 


参試運転は、販売店交は循付業ちとご一緒に必ずおこなってください。 




1 油タンクに灯油び充分入つており、油タンク.ス I ブ各部に油漏れびないかどうかを確かめてく 
ださい。 

2電源プラグがコンセントにさしこんであるか確認して<ださい。 

3定油面器の U セットボタンを押してください。 

み 




1運転開始手順 

♦ 8 ぺージの 「使ラ前の準備 I 、 11ぺージの 使用ち法 に従って運転させてください。 

2初期運転時の異常現象 

♦開こんして初めて使用したとを、防請油とか塗料やほこりび乾燥したり、焼けたりすることによ 
ってス I ^ーブから、約2日分間位煙やにおいび出ることがありますび、ご使巧にはをく支障はあり 
ません。 

♦送油管の達中び山形になったり、をつれたりしていますと、送油管の中に空気がたまって油び流 

に従つて送油管の中の空気を抜いてくださ 


れないことびあります。目ページ 
い。 

3正常運乾の目安 

♦正常運転時のノ くーナーの炎の色は、黄火びとさどさまじる青炎でず。 


4消火の手順 

•15 ぺージ [ Wl ] に従って消火操作をしてください。 




巧 


♦据付けについては、乂災予防条例、電気設備に関ずる}ま術基準などの法をの基準がありまず。工事説 
明書の r を全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してく 
ださい。 

標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


据付け後の確認 


♦据付けが絳りました6、もう一度、工事説明書の r まをのために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付け 5 れているかどラかを確認してください。 


試運転 


据付け 






お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


^ ' 

型 式 

FQ -7 曰9 

i お買上げ年月日 

1 

年 

月 

曰 

お買上げ店名 

^ . 


(電話番号） （ 

) 

— 

_ ) 


株式会社: 1 - 31 -备 


名ち屋市瑞穂区桃園町日番17号〒4目7-腑55 
TEL . 052-822-1144 FAX . 052-822-2742 


i きき i き 巧す会社卜 3 卜 5 は快垣巧巧の一巧としてこの巧巧旣巧 B は再を紙を巧巧しています。 


去《だな朵の OHK ま NU tf 巧し7い1 f 





